






要約

胆道閉鎖症スクリーニングの有効性を評価するための指標として,生活の質(効用)の検討

を行った。方法としては,評点尺度法(RS) ,時間得失法(TTO) ,基準的賭け法(SG)を用いた。

その結果,効用値(SG)  (死亡 O,健康 1 )を見ると,胆道閉鎖症の 3種類の健康状態は,それ

ぞれ 0.92,0.71,0.42 であった。その他の方法による評価結果との間で有意の相関が認め

られたが, その値は比較的低かった。


